
うんでんしつ

十分と認められるものは，いずれも換算点数の対象事故として

減点する。ただしつぎの事故は除外する。

(1) 踏切事故で国鉄に責任のないもの。

(2 ) 車両または線路故障の事故のうち ア 全部新統(きず)

によるもので，材質の不良なことが切らかに認められるもの。

ただし修繕検査規程の期限経過のものは対象とする イ 抱ば

ね板が全部新統で折損したもの。ただし荷物のìl!!Jfi'(によるもの

は対象とする ウ 空気ホースが全部新Iiftで破損したもの。た

だしJtiJ限経過したものは対象とする エ 製作蛇仔の欠陥およ

び設計の欠陥によるもの。

(3) 水筈 ・ 風害 ・ 雪m . 浪密および~害等の災容によるもの。

(4 ) 部外者による事故のうち ア 部外者によって行われた

列車妨害事故 イ 旅客公衆の過失によって列I]1tlが f;目;5止したも

の ウ 旅客 ・ 公衆または作業員の過失による死傷事故 エ

国鉄の管FJl以外の原因によ っ て生じた俗'î1!IJj:故 オ 部外の過

失による火災によ っ て列車の主I!転に影響のあったもの カ 職

員が人命救助または事故防止のため死傷した場合。

2 事故種別換算点数

換算点数は事故鑑別ごとにその特質 ・ 従事長の責任の程度 ・

規害の大小に応じて，つぎのように A ・ B' C の 3 段階の後

算点数を定めこれによ っ て減点する。

3 換算点数の配分

(1) 対象となる事故が 2 鉄道管理局以上に|関係して発生した

場合は，責任の程度によ っ て滋点数を配分する。

(2) 列車または車両が脱線した場合で， 線路 ・ 車両が定めら

れた寸法内に保守されていたが，これらの条件が競合して発生

したZ同に対しては， 該当 点数の÷を減点する。
(3) 荷 く ずれによ って発生した事故は，その発送箇所と最終

の列車検査を施行した箇所に滅点数を配分する。

4 換算列車i'ili転キロのn出方

鉄道管理局の作業量にかわる換算列車主I!転キロの算出方は，

つぎの諸点を力n!!ilとして定められている。

(1) 乗務員または動力車の， 他鉄道管理局にわたる作業

(2) 列車巡転に付術する入換作業

(3) 電化区間における作業盆

なお，これが算式はつぎのとおり定められている。

算式

tJf. 

Aは 重大IJf.放 ・ 準短大事故

および社会的反響の大きい

もの。

B は té任事故， 多く の列車

に支障を与えたもの，脱線

5 車l!，破損 7 納以上あ っ た

ものおよび死傷者のあ っ た

も の。

C は A および B 以外のも
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事故部 別

動力事列車キロ+管内列車キロ2 1=1 I J ,/ '; - I - ' + (入換

キロ X 2，5) + (電気キロ XO，3) (芹沢一雄)

うんでんしつ 運転室 (電車・気動車の) (英) motorman's 

cab 乗務員が車両を主I!ijほする室であるが電車 ・ 気動車等では

編成前頭となる l時には運転士(時には助士ともに)，編成後部

となる時には車掌が乗務するから乗務員室 と よぶことが多い。

したがっ てその桃造および設備は常に両者の取扱いを考l湿して

造られでおり，技術の発達とともに各綴の形式があらわれてい

る。おもな構造により 分類するとつぎの 4 極類に分けられる。

l 全室形 (図 1. 全室形巡転室

-1) 事室の頼ーばい '一一

を仕切ったもの。

2 貫通てきる全

室形 (図ー2) 中聞に

編成されるときは仕

切の関戸を運転士寄

りにしめて， 委賞五E

形とすることができ
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決算列車運転キロ

Aは n任事故。

B は AおよびC以外のもの。

C は 発見困難と認められる

もの。

2 5 

2 10 

A. 2'田 2"0，

B. Q20. Q3S". (-伺S"， /Ø!JO.

C. 5回 ， $4<>. 

D. dID . 7DO, 

i主任事故。

その他。
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I Aは重大事故。

2) B は 立任事故および死傷 5 人

| 以上あったもの。

l C は A および B 以外のもの。
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